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原子力発電所の
安全対策
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止める 冷やす 閉じ込める

フェイルセイフ ： 装置の一部が故障しても安全な状態になるよう配慮し設計されているシステム

インターロック ： 所定の操作以外の誤った操作はできないようになっているシステム
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原子力発電所の安全規制体系
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原子力発電所の安全確保の基本は

＝「万一の事故時にも

発電所周辺の人々に放射線

による影響を及ぼさないこと」
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安全確保の基本を守るために

電力会社が安全上重要な施設の変更を

行おうとする都度，
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安全審査の流れ［島根２号機でのプルサーマル計画の場合･･･ ］

＜経済産業大臣に原子炉設置変更許可を申請＞
・ＭＯＸ燃料の使用で考えられる安全性への影響を解析
・その影響に対する対応策を検討

中国電力

＜中国電力の解析内容をチェック＞
・中国電力の解析は適切か？
・国が定める安全基準を満たしているか？

経済産業省
(原子力安全・保安院)

原子力安全委員会
＜経済産業省の審査結果をさらにダブルチェック＞

原子力委員会

＜同意＞文部科学大臣

＜原子炉設置変更許可＞経済産業大臣
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プルサーマルとは

使用済燃料から取り出したプルトニウムとウランを混ぜて加
工した「ウラン・プルトニウム混合酸化物燃料（ＭＯＸ燃
料）」を、現在の原子力発電所（軽水炉＝サーマルリアク
ター）で利用すること。

プルサーマル：プルトニウムの「プル
」と、サーマルリアクターの「サーマル
」をとってつくられた言葉です。

使い終わったウラン燃料からプルトニ
ウムを取り出し、燃えにくいウランな
どと混ぜてつくった燃料です。

※ＭＯＸ=Mixed Oxide：混合酸化物



8

ＭＯＸ燃料について
ＭＯＸ燃料の外観は、高燃焼度８行８列型ウラン燃料と変わら
ない。

燃料棒

混合

ＭＯＸ燃料ペレット

プレス・焼結

PuO2粉末 UO2粉末

ウラン
＋

プルトニウム

約1ｃm

約１ｃm

ペレット

燃料集合体
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プルトニウムによる発電割合

現在でもプルトニウムは燃えています。
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※約１年間の運転毎に、炉心の燃料の約１/３を新燃料に取り替えるが，残りは継続使用するため、
ウラン炉心の運転初期でも燃焼して生成したプルトニウムを含む燃料が存在している。
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日本におけるＭＯＸ燃料の使用実績

1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994

Ｐ 関西電力

Ｗ 美浜１号機

Ｒ （４体）

Ｂ 日本原電

Ｗ 敦賀１号機

Ｒ （２体） 使 用

使 用 分析・評価

分析・評価
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